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はじめに

• ＜本研究の目的＞

• 避難者の体験の語りから読む原発事故の被害性を解き明かす。

• 私たちは、原発被災地が今なお原子力非常事態宣言下にあることを忘れてはいけない。

• 継続してそれぞれの立場で福島原発事故を考察するために。

• ＜研究の方法論＞

• 質的調査

• エスノグラフィックアプローチ

2016年2月、双葉町から避難したある単独世帯の強制避難者は私に語りました。

「ひとりだと、宙ぶらりんで、さて、どこに、どこで生きていくのか、年齢も年齢だし、

何かやれるといっても、大したものをやれるわけではない。切られてきた状態だから。自
主的にどこに住むということで埼玉県に来たわけではないし、ひとりだから」

彼女は事故にあった当時50歳後半だった。双葉町ではアパート住まい、介護職。
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本日のお話

１）原発事故の避難者について

２）原子力損害の賠償金

３）単独世帯の強制避難者の語りから読む被害性

①賠償金の格差被害

②避難中の住環境が与える被害

③ソーシャルキャピタルについて

④故郷への思い

⑤発言する避難者たちへ変わる

４）最後に:希望の人類学へ

持続可能なケアシステムの構築へ向けて
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１)原発事故、避難者、被災地

• 強制避難者：区域内避難者（双葉８町村：浪江町、大熊町、双葉町、葛尾

村、川内村、富岡町、楢葉町、広野町）に南相馬市、田村市、飯舘村、川

俣町を加えた被災地12市町村）

• 自主避難者：区域外避難者、上記の避難区域外から（福島市、郡山市、白
河市、いわき市）、

• 生活内避難者:避難せずに自己防衛しながら暮らした人びと

• 一時避難して戻った自主避難者、避難指示が解除されて戻った避難者たち

• 避難者数：2012年5月がピーク、16万4856人

• その後減少、2022年４月現在、県内外に3万216人（県内6549人、県外2
万3667人）＊次ページ図を参照
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避難指示区域 出所：https://www.pref.fukushima.lg.jp
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出所：福島民報 2022年9月11日 6



1) 原発事故、被災地、避難指示

• 時系列 原発からの距離による線引き

同心円状の避難の指示 2㎞、3㎞、10㎞、20㎞~30㎞

距離+線量基準へ

• 年間20ｍSvの放射線量基準で避難指示解除

ICRPの定める緊急時被ばく状況の20~100ｍSv、2008年

事故前は年間１ｍSvだった。

反撥：20ｍSv 撤回運動へと発展

• 政府の施策：避難者に対しては賠償金の付与、被災地に対しては除染促進
⇒避難指示を解除、最後の特定復興拠点地域も徐々に解除されていく。

各地域の帰還率は約２3％
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2)原子力損害の賠償金

• 原子力損害に関する法律（原賠法）に基づいて賠償される。

1. 無過失責任の原則：過失がなくても事業者は責任を負う。

2. 責任集中：事業者以外は賠償責任を負わない。

3. 原子力損害賠償紛争審査会（原陪審）を設置して被害者と加害者の紛争解決にあたる。
一般的な指針を策定する。2011年4月28日の第一次指針~2013年12月26日の「中間指
針」第4次追補が加わった。額に関する見直しはされなかった。

• 賠償の手続き

1. 東京電力への直接請求ー東電が認めた限度額に沿って

2. ADR（原子力損害賠償紛争解決センター）申し立て―和解案を拒否することもあり

3. 裁判所の訴訟提起
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強制避難者たちへの賠償金

• 精神的慰謝料：一人当たり月10万円（交通事故の自賠責保険12
万6000円を参考）避難生活に伴う精神的苦痛、将来の見通しに
関する不安、放射線被ばくの健康影響に対する不安、

• 財物補償：宅地、建物、借地権、住宅確保費用、田畑、宅地田
以外の土地、家財、墓石、償却資産、棚卸資産。

•実費の支払い：避難・帰還のための交通費、引っ越し、一時帰
宅、家族面会交通費、みなし仮設住宅の家賃、就労不能損害に
対するもの

9



3）単独世帯の強制避難者の語りから読む

①賠償金の格差被害
• 画一的な属性：家父長制を基底とする農村の大家族主義を主とする（祖父
母、両親、子ども3人など）。単独世帯に対する配慮がない。非正規雇用、
財物、住宅なしの場合：月に10万円の賠償金と住宅支援が主である。

「ひとり頭いくらでもらっているけど、まっ、もらえるだけいいとしな
きゃならないんだろうけど、難民だから。こういう状況になった人を外か
ら見る人の目は厳しい。甘えてんじゃないよ、と言われればそれまでで、
そうだと自分も思う」（双葉町からの単独世帯の女性）

• 財物補償がない給与所得世帯でも家族世帯なら生計は立てやすいのかもし
れない。

「毎月の生活費は夫の給料で賄える。自宅をできれば福島県のどこか、なるべく親
族が住む近くに購入する予定で、子どももまだ就学前なので、夫の転職が福島県
内に決まればいい」 （富岡町からの家族世帯:夫婦と幼子3人）
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3）単独世帯の強制避難者の語りから読む

②避難中の住環境が与える影響
2011年3月11日緊急・臨時避難所（県内外の親族宅、市町村指定の

避難所）⇒2011年5月仮設住宅⇒自宅購入（避難先）または帰還し、
自宅を改築する

双葉町からの事例

県内の避難施設、さいたまスーパーアリーナ、集団避難生活（加須市
旧騎西高校校舎）、現在は雇用促進住宅。

• 「お弁当をあてがわれて、本当にかごの鳥。日常できていたものを
できなくするわけだから、お弁当作りは埼玉県の業者が潤う。調理
室とかあったのに使わせてくれない。借りものだから、何もできな
い」
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②避難中の住環境が与える影響

浪江町から東京東雲公務員宿舎へ避難

浪江町請戸地区⇒都内の親族宅⇒江東区・東雲公務員住宅へ避難した
単独世帯の60歳の女性の事例。シゲ子さん、寡婦、子ども3人は独立。

１DKの狭い間取り、こぎれいな公務員住宅、同地区からの入居者も
いた。自由さと不自由さ、小平市まで姉が営むクリーニング店へ通う。
1年半住んだ。「請戸の田植踊」の歌者。

避難している人たちを「請戸の田植踊」で元気づけてほしいという周
囲からの声に励まされて、福島県二本松市にて練習を開始。

「私は東京から通う形にした。子どもたちは新潟とか方々から集まってきた。

子どもたちは、友だちに会いたいし、母親たちはお互い同士で積もる話もあり、
その一心で来たと思う」

12



３. Social capital の構築について

• ソーシャルキャピタルとは
• 避難先での人間関係の構築のむずかしさ
• 避難者＝よそ者である、周縁に置かれる
• 単身者であること

スミ子さんは言った。

「子どもを持つ母親であれば、共通の話題として子どもの教育、学校生活のこ
となどをきっかけとして話が進み、地元の住民との関係を築くことも可能だと
思う」

「この土地に馴染むことがむずかしい。土地柄的に、よそ者だし、やっぱりよそ
者というのが、意識的にある。遠慮もある。地元民は何考えてんだってしか思
えないじゃないかと思う」
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４. 故郷への思い

•シゲ子さんは帰る場所があるのかないのかと問う。

• 「 3月にふっと一人で急に行ってみたんです。誰一人いなかった。機械の音だけ
ゴーン、ゴーンと鳴っていた。自宅の前に立って、ここが玄関、御勝手、居間だっ
たなーなんてひとりで言いながら、でもなんか基礎の中には入れなかった。今は
基礎があるからわが家だってわかるけれど。あれをとっぱらったら何もない。玄関
先で終わり、ここに住めば落ち着くかなぁ。どこに住めばおちつくかなぁ」

• 「今回の爆発はもう、大変なものですよ。住めなくなるわけですから。みなさんねぇ、
そこに帰りますか、解除してどうなりますかってことになりますよねぇ。もとに戻してく
れるなら、帰りたいですよ。不安にならないように生活を取り戻してほしい、と言う
のが一番だよね」

14



４. 故郷への思い

スミ子さんは、2021年末に久しぶりに双葉町へ帰った。アパート
の取り壊しが始まるので様子を見に行った。部屋は、見る影もなく荒
廃し、途中であったキツネがこちらをじっと見つめたので、見つめ返
したら逃げて行った。

「なんとなく町には靄がかかっている感じがした。それは事故前からあった
靄だ」 靄は放射能の意味か？

「きれいになったら、双葉に帰りたい。でも、それはいつになるかわからない。

双葉以外なら、福島にこだわることもない。だったら、今の居場所でいい。土
地の選定も難しいからね。浮遊している状態だ」
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５．発言する避難者へと変化

•今後は支援する側に回りたい。

「だんだんと避難者たちも弱者に見られることが嫌になってきている今
だからこそ、発信してもいい。福島の声を消してはならない。この経験を
風化してはならない」。2018年夏、コトリさんはそう言った。浪
江町から東京へ一人で避難。

•ヤヨイさんは避難当事者だが、最初から裁判に関わった。

「私たちに責任がないのに、損害ばかり押し付けられている、それはき
ちんと賠償をしてもらわなければ、って言うのもありました。自分たちが、
被害を受けた人たちが、きちんと声を挙げなくちゃ、と思っています」。
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５. 発言する避難者へと変化

•「原発子ども被災者支援法は、すっかり骨抜きにされてしまっ
たし、本当に復興をもとにした法律ができなければならないと
思う。（中略）さまざまな矛盾を抱えながら生きている被災者
たち、本来なら、お互い住民同士が分断されているっていうこ
とを防ぐのが、わたくしは県の役割だったと思うんだけれど、
そんなことをしないで、かえってあおっているみたいなところ
があって納得がいかない」

•彼女は、現在、自主避難者4世帯が福島県から立ち退きと損害
賠償請求をされている裁判の支援者として活動している。
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強制避難者たちの喪失、獲得したもの

• 地域コミュニティ（故郷）
• 培ってきた人間関係
• 社会的役割
• 生業・就労
• 不動産・財物
• 家族
• 文化
• 自己アイデンティティ
• 生きる気力
• 日常性

• 国からの賠償金
• 避難を強いられた経験
• 他者からの支援
• 避難先での新しい人間関係
• 原発に関する知識
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家族の喪失

• 母の死

スミ子さんは話した。

「母が元気なうちは福島県に帰ってもいいかと思っていたけど、震災後はだんだんと
弱ってきて2年前（2014年）に亡くなった。

母が農業をやっていれば、手伝いとかできたと思うけど、それもないから、結局、放
射能のリスクを考えると、ここで生きていくしかないだろうと思う」
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おわりに

•原子力損害賠償紛争審議会（現賠審）が定めた「中間指針」の
見直し。

•子ども被災者支援法の改定。

•被災者と放射線被ばくとの関係性の可視化。

•「最後の一人まで賠償貫徹、最後の一人が新しい生活を迎える
ことができるまで被害者の方々に寄り添う」東電の誓い20の実
行。

･賠償金以外の施策の必要性、持続可能なケアシステムの構築、
社会的サービスの確立、希望のある社会へ。
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ご清聴ありがとうございました。

• 本発表に登場した資料提供者のお名前は仮名です。

• インタビューの年月

スミ子さん：公式2016年2月。2018年1月、2022年1月電話での非公式の聞き取り

シゲ子さん：公式2016年3月。2018年3月電話での非公式の聞き取り。

ヤヨイさん：公式2016年2月。その後数回にわたり非公式の聞き取り。

コトリさん：公式2016年4月。その後非公式の聞き取り。

ミナエさん：公式2015年11月。

2014年10月～2018年3月、避難者、支援者に対するインタビュー調査を実施。55名、北海道～関東圏。＊科学研究費基
盤S「東日本大震災を契機とする震災復興学の確立」（2013年～2017年度課題番号25220403代表山川充夫）の助成を受
けました。証言集として、『東日本大震災・原子力災害の被災者・避難者インタビュー記録集（1）強制避難者の語り、
（2）自主避難者・支援者の語り』（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター2018年）に編纂。

＊資料提供者の皆様のご協力に心から感謝申し上げます。
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